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	応用
	抗原情報
	背景
	グルタミン酸代謝型受容体1（GRM1） Homo sapiens この遺伝子は、ホスホリパーゼCを活性化することで機能する代謝型グルタミン酸受容体をコードしています。L-グルタミン酸は中枢神経系の主要な興奮性神経伝達物質であり、イオンチャネル型および代謝型グルタミン酸受容体の両方を活性化します。グルタミン酸作動性神経伝達は正常な脳機能のほとんどの側面に関与しており、多くの神経病理学的状態では障害される可能性があります。コードされているタンパク質の標準的なαアイソフォームは、ジスルフィド結合したホモ二量体であり、その活性はGタンパク質共役ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムによって媒介されます。この遺伝子は、統合失調症、双極性障害、うつ病、乳がんなど、多くの疾患状態に関連している可能性があります。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2013年5月],機能：グルタミン酸受容体。この受容体の活性は、ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するGタンパク質を介して制御される。海馬における長期増強や小脳における長期抑制など、中枢神経系におけるグルタミン酸の中枢作用に関与する可能性がある。,類似性：Gタンパク質共役受容体3ファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体；ジスルフィド結合。PPXXFモチーフはHOMER1、HOMER2、およびHOMER3に結合する。SIAH1、RYR1、RYR2、ITPR1、SHANK1、SHANK3、およびGRASPと相互作用する。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;ギャップ結合;長期増強;長期抑制;
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	GRM1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

